
Ⅰ.ため池工事写真
 

1-1.前刃金工法
 

  
 

  

1-2.表面遮水工法
 

前刃金工法 

絶滅危惧種魚類保護池 

魚巣ブロック付き 

前刃金工法(四方堤) 

堤長約1050m 
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表面遮水工法 

シートは見えない。法面の上部は現

地発生石（流用）ですべり落下防止

と景観を配慮 

ソルコマットは植生があり生態系にやさ

しくしかもコスト安のため採用 
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  1-3.その他工法
 

シートの上に粒調砕石・自然石

をおき 

一切シートは見えないよう配慮 

シートの下は砂ソイル 

隔壁は@15mで配置 

隔壁部のシート施工例 
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シート工法の洪水吐 

側溝余水吐で副ダム式を併用 

クレストの中に底樋が横断している。 

手前は準用河川の始まり点 

小段下のシートは露出 

  

使用目的から本池は小段より下に

水位は下げないので小段下のシー

トは露出としている 

ため池流入水路に取り付けられた土砂止堰堤下流

側はため池の貯水 

コンクリート水槽（V=5000m3） 

底面はゴムシート張り 

垂直壁目地部は止水板はもちろんのことシー

ト張りも必要（よく忘れて漏水しているので

注意）(・・?) 
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ベントナイトシート 遮水工法

一般的にシート下面は１：２より緩勾配とする。

１：１．５では段切を設置している場合が多い。

ただし覆土の種類とシート材料の組み合わせで

テーパー化することにより段切は不要となる。



 
 

Ⅱ.貯水池写真
 

 
 

H17.10.5 photo received from B.C.Hydro CANADA 

堤高175m 堤長1635m 貯水量53億m3  

発電量180万ｋｗ（現在）270万ｋｗ（将来） 

最大放流量 6920m3/s 高圧圧着セクターゲート・クレストラジアルゲート 

  

  

  

  

 

  

     

   

    

  

      

  
  

  

Spillway Radial&Sector Gates 

Each 2sets 

Columbia River 
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Ⅲリンク                              

 ため池工事写真として岡山県農林部 へのリンクが参考になる。
 

 トップページへ
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	Text1: 副ダム式側水路型洪水吐で向かって左側にある底樋から右側にある用水路に送水するためクレスト内に横断パイプが入っている。手前の流末水路が準用河川の始点で既設の護床ブロックを流用して減勢効果をあげている。
	Text2: 報文；水門鉄管NO.145,146 　　　　ダム日本NO.553
	Text3: カナディアンロッキーの西側に源を発するコロンビア川に設置されたフィル及びコンクリト併用ダムである。放流施設は－３０度から＋３０度の環境条件で設計された。洪水吐下部にあるセクターゲートは最大押付力2950トンあり耐腐食性と経済性を考慮してステンレスクラッド鋼をスキンプレートに採用した。全油圧駆動でホイストシリンダー（巻上げ）とトラニオンシリンダー（圧着用）で開度調整を行う。水密ゴムは戸当金物につけられ背面水圧でふくれる工夫をしヒーティングケーブルを設置して凍結を防いでいる。水密ゴムの材質はダブルケーソン型の天然ゴム60%混合仕様で耐寒性を考慮した。軸受部トラニオンはディビダークテンドン（プレストレスアンカー）で支えている。設計基準・材料仕様は原則としてＣＳＡ／ＡＳＴＭ規格である。油圧ユニットはビッカース社、シリダーはシリンドリックス社を採用した。　
	Text4: ＲＥＶＥＬＳＴＯＫＥ　ＤＡＭ（レベルストークダム）
	Text9: 同様な設計条件で設計された洪水吐上部にあるラジアルゲートは総重量約570トン（ラジアルゲート２門及びストップログ戸当金物２門含む）ある。大口径油圧シリンダーΦ610で17.16mの最大伸長（ストローク6.66m)をもつ長尺シリンダー２基で１門を開閉する。遠心鋳造法による鋳鋼等で内作された。シリンダー１基で263トンの巻上能力をもつ。尚トラニオンハブの中心とスキンプレート中心は125ｍｍ偏芯させ巻上げ荷重の低減を行なっている。水密ゴムはテフロン加工されたＬ型ゴム（天然ゴム60%混合）で戸当りとの隙間調整装置をもつ。戸当り側にはヒーティング装置がある。塗装面積5800m2/２門以上あり当時最大級のダムクレストゲートである。冬季の白銀の世界にそびえるダムは威風堂々とし壮大で周囲環境ととけあい、川面を舞うダイヤモンドダストの中に映える勇姿は美しく、その後建設されたビジターセンターを訪れる観光客はあとを絶たないと聞いている。このたびB.C.Hydro(ブリティシュコロンビア州電力庁）より写真を頂いたのでここに掲載しお礼に代えさせていただくものです。
1985年供用開始　元スーパーバイザー　田中記

	Text11: 
	Text5: 
	Text6: シートはまったく見えず紫外線等による劣化はない。着工前の漏水は完全にとまっている。尚、地山からの湧水や地下水は速やかに堤外に排出するドレーンが必要である。
	Text7: シートの上に粒調砕石・自然石を置き シート下は砂ソイルである。隔壁は＠１５ｍで配置されている。
	Text10: 
	Text12: 使用目的から本池は小段より下に水位は下げないので小段下のシートは露出としている。
	Text13: 
	Text14: ベントナイトシート・Ａｓ含浸シート・Ａｓパネル等の多数の写真は会誌で照会する。
また上越・下越サイフォン等の施設機械の図面・写真も紙面の都合より会誌で照会する。 


